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雜 報

〓人 事

敍正五位 從五位勳五等 秦 佐 八 郎

(十一月二十二日)

國立癩療養所醫官 難 波 政 土

陞敍高等官六等

防疫醫 河 田 豐 章

陞シテ高等官三等 ヲ以テ待遇セラル

(十一月三十日)

陸軍軍醫中佐
正六位勳五等 小 出 宗 次

任陸軍軍醫大佐

敍從五位 正六位勳五等 小 出 宗 次

(七月三十一日)

新潟醫科大學助手 上 村 忠 雄

任岡山醫科大學助教授

敍高等官七等

岡山醫科大學助教授 上 村 忠 雄

本俸十二級俸下賜

職務俸金五百四拾圓下賜

故陸軍軍醫大佐從
五位勳 五等 小 出 宗 次

特旨 ヲ以テ位一級追陞セラル (十二月九日)

陸軍軍醫少尉正八位 橋 本 亨

陸軍軍醫少尉正八位 宮 島 忠

陸軍軍醫少尉正八位 藤 澤 秀 圃

任陸軍軍醫中尉

九州帝國大學教授 庄 司 義 治

補九州帝國大學醫學部附屬醫院長

職務俸金八百拾圓下賜

九州帝國大學評議員 ヲ命 ス

九州帝國大學教授 赤 岩 八 郎

依願九州帝國大學醫學部長 ヲ免ス

(十二月十日)

池 上 章

森 加 博

傷兵保護院傷兵保護醫 ニ任ス

高等官六等 ヲ以テ待遇セラル

高 原 劍 二 郎

傷兵保護院傷兵保護醫 ニ任ス

高等官七等 ヲ以テ待遇セラル

(十二月十四日)

松 香 孝 章

村 上 基 千 代

田 尻 保

(各通) 湯 淺 裕

上 杉 重 郎

安 藤 要

住 友 文 治

任陸軍軍醫中尉

(十二月十五日)

傷兵保護院傷兵保護醫 池 上 章

傷兵保護院傷兵保護醫 森 加 博

七級俸下賜

傷痍軍人岡山療養所勤務ヲ命 ス

傷兵保護院傷兵保護醫 高 原 劍 二 郎

十級俸下賜

傷痍軍人岡山療養所勤務ヲ命ス

(十二月十四日)

正七位 日 下 連

傷兵保護院傷兵保護醫 ニ任ス

高等官六等 ヲ以テ待遇セラル

岡山醫科大學助教授 日 下 連

依願免本官

(十二月十六日)
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○ 日下連君 別項の如 く傷兵保護院傷兵保護醫に

任ぜられたる同君は在岡山縣都窪郡早島町傷痍軍

人岡山療養所長を命ぜ らる

○池上章,森 加博,高 原劍二郎3君 別項 の如 く

傷兵保護院傷兵保護醫に任ぜられたる3君 は今般

新設の傷痍軍人岡山療養所に勤務せ らる

○伊藤巖君 豫て岡山醫科大學解剖學教室に勤務

中の同君は先般岡山縣笠岡町簡易保險健康相談所

に轉勤せ られた り

○木 口浩三君 豫て姫路市立北條病院に勤務中の

同君は今般辭職 し岡山醫科大學北山内科教室に勤

務せられた り

○米坂彌君 豫て神戸市立東山病院に勤務中の同

君は今般岡山醫科大學北山内科教室に轉勤せられ

た り

〓學 位授 與

池宗逸治,水 田隆之,箕 越中の3君 は豫て論文を

岡山醫科大學に提出 し學位を請求し居 られしが本

年10月14日 の教授會を通過 し去月26日 孰れ も

醫學博士の學位を授與せられた り其主論文及び參

考論文は次の如 し

池 宗 逸 治 君

主 論 文

 2, 3冷 血動物の網膜生理補遺

  第1編 眼球 ノ靜止流及ビ活動流ニ就テ ノ研

   究(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)

  第2編 蛙眼網膜 ノ炭酸瓦斯形成 ニ及ボス光

   線 ノ影響(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

  第3編 蛙眼網膜 ノ解糖作用ニ對 スル光線 ノ

   影響(追 テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

參考論文

 1. 頭足類 ノ眼活動流及 ビ瞳孔反應 ニ就テ ノ研

  究(藤 田嘉平次共著)(追 テ本誌 ニ發表 ノ

 豫定)

2. 細胞膜透過性ニ及ボス「アル コール」ノ作用

 ニ就 テノ研究(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)

3. 安靜時及ビ運動時ニ於 ケル心臟分時量 ノ測

 定(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)

4. 低氣壓 ガ視機能 ニ及ボス影響(追 テ本誌

 ニ發表 ノ豫定)

5. 低氣壓 ガ脊髓反射時間ニ及ボス影響 ニ就テ

 (追テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

6. 低氣壓 ガ筋運動 ニ及ボス影響 ニ就テ(追

 テ本誌ニ發表 ノ預定)

水 田 隆 之 君

主 論 文

 新産兒假死 ニ及ボス電氣刺戟 ノ影響 ニ關 スル實

 驗的研究

  第1編 肺臟性假死ニ對 スル電氣刺戟 ノ影響

   ニ就テ(本 誌第49年 第9號 ニ發表セ リ)

  第2編 腦性假死 ニ對スル實驗的研究竝ニ腦

   性假死 ニ及ボス電氣刺戟 ノ影響(本 誌第

   49年 第10號 ニ發表セ リ)

  第3編 心臟性假死ニ對 スル實驗的研究竝 ニ

   心臟性假死ニ及ボス電氣刺戟 ノ影響(追

   テ本誌 ニ發表 ノ豫定)

  第4編 新産兒假死 ニ對 スル電氣刺戟療法 ノ

   臨牀的觀察(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)

參考論文

 1. 手術不可能性卵巣癌 ノ「レン トゲン」療法 ニ

  就 テ(近 畿婦人科學會雜誌第18卷 第6號 ニ

  發表セ リ)

 2. 「レ」線照射 ニ依 リ剔除可能 トナ リシ卵巣

  乳嘴腫ニ就テ(本 誌第48年 第3號 ニ發表セ

  リ)

 3. 新産兒佝僂病問題 ニ就テ ノ檢討(故 伊丹訓
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 吾,芳 野俊五共著)

 第1報 新産兒ニ見ル「レ」線的佝僂病樣骨

  所見 ト母 ノ諸状態乃至條件等 トノ關係ニ

  就テ(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)

  第2報 新産兒ニ見ル「レ」線的佝僂病樣骨

   所見 ト母 ノ諸状態乃至條件等 トノ關聯ニ

   就テノ續報(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)

4. 稀有ナル血纎維素尿患者 ノ1例 ニ就テ(本

 誌第48年 第2號 ニ發表セ リ)

5. 双角子宮 ノ妊娠分娩 ニ及ボス影響特 ニ其分

 娩經過竝ニ處置 ニ就テ(臨 牀 日本醫學第4

 卷第9號 ニ發表セ リ)

6. 代償性月經 ノ1治 驗例ニ就 テ(臨 牀 日本

 醫學第5卷 第6號 ニ發表セ リ)

7. 妊娠 ト合併セルレツクリングハウゼン氏病

 ニ就テ(本 誌第48年 第1號 ニ發表セ リ)

箕 越 中 君

主 論 文

 周圍明暗 ノ視力 ニ及ボス影響(日 本眼科學會

 雜誌第36卷 第6號 ニ發表 セリ)

參考論文

 1. 流行性腦炎(日 本夏期腦炎)ノ 眼症状ニ就

  テ(畑 文平,箕 越中共著)(日 本眼科學會雜

  誌第40卷 第7號 ニ發表セリ)

 2. 腦炎 「マウス」腦毒症 ノ前房的接種ニ就テ

  (日本眼科學會雜誌 第41卷 第7號 ニ發表 セ

  リ)

 3. 網膜葡萄膜 ノ稀 有ナル血管異常 ヲ主 トシ種

  種 ノ合併症 ヲ伴ヘル一種 ノ全身循環系症候群

 ニ就 テ(内 山宗一,箕 越中共著)(日 本眼

  科學會雜誌第41卷 第2號 ニ發表セ リ)

 4. 點状表層角膜炎ニ就テ ノ臨牀所見(日 本

  眼科學會雜誌第39卷 第7號 ニ發表セ リ)

5. 腦底後交通動脈病 ニ因ル左側動脈眼,神 經

 麻痺(田 丸朔,箕 越中共著)(追 テ日本眼

 科學會雜誌 ニ發表 ノ豫定)

6. 眼科 ニ於 ケル外科的「デイアテル ミー」ノ臨

 牀經驗 ニ就 テ(眼 科臨牀醫報第29卷 第3號

 ニ發表セ リ)

7. 開散麻痺 ニ就テ(中 央眼科醫報,昭 和13

 年12月 號ニ發表セ リ)

8. 與味アル代償性黄斑形成 ノ1稀 例(中 央

 眼科醫報第24卷 第7號 ニ發表セ リ)

9. 黄斑部圓板状變性 ノ1例(眼 科臨牀醫報

 第28卷 第9號 ニ發表セ リ)

10. 眼瞼缺損及ビ其 ノ合併症 ノ1例(實 驗眼

 科雜誌第38號 ニ發表セ リ)

     〓厚生 省告示 第165號

 傷兵保護院療養所入所規定左 ノ通定 メ昭和13年

 12月5日 ヨリ之ヲ適用ス

  昭和13年12月16日

       厚生大臣 侯爵 木 戸 幸 一

    傷兵保護院療養所入所規程

第1條 傷兵保護院療養所ニ入所セシメ得ル者ハ

 左 ニ掲 グル者 トス

 1. 軍人 トシテ恩給法 ノ規程 ニ依ル公務傷病 ノ

  爲退職シタル者ニシテ其 ノ退職 ノ原因 ト爲 リ

  タル傷痍疾病又ハ其 ノ傷痍疾病ニ基因 スル疾

  病 ノ爲左ニ掲 グル療養ヲ必要 トスルモ ノ

  (イ) 結核性疾患(胸 膜炎 ヲ含ム)ノ 療養

  (ロ) 温泉療養

  (ハ) 精神障碍 ノ療養

 2. 軍人 トシテ故意又ハ自己 ノ重大 ナル過失ニ

因ルニ非 ズシテ服務 ニ關聯 シ結核性疾患(胸
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 膜炎ヲ含ム)ニ 罹 リ又ハ精神障碍 ヲ受 ケ之ガ

 爲退職 シタル者 ニシテ其 ノ退職 ノ原因 ト爲 リ

  タル傷痍疾病又ハ其 ノ傷痍疾病ニ基因スル疾

  病 ノ爲前號(イ)又 ハ(ハ)ノ 療養ヲ必要 トス

  ルモ ノ

  軍人 トハ恩給法 ニ規定 スル就職中 ノ軍人及ビ

  準軍人ヲ謂 ヒ退職 トハ同法ニ規定 スル退職 ヲ

  謂 フ

第2條 療養所ニ入所セン トスル者ハ別表 ニ依ル

  入所區域 ノ療養所長ニ樣式第1號 ニ依ル申請

  書 ヲ提出シ其 ノ許可 ヲ受クベシ 但 シ精神病

  者 ニ在 リテハ其 ノ監護義務者 ヨリ之 ヲ申請 ス

  ルモ ノトス

  前項 ノ申請書 ニハ左 ノ書類 ヲ添附シ居住地 ノ

  地方長官 ヲ經由シテ之 ヲ提出スベシ 但シ陸

  海軍病院 ニ在院中 ノ者退院後引續 キ療養所 ニ

  入所 セン トスル トキハ當該病院長ヲ經由 シテ

  提出スルコ トヲ得

  1. 恩給法 ニ依ル増加恩給,傷 病年金又ハ傷

   病賜金 ノ受給權 ノ確定 シタル者ニ在 リテハ

   恩給證書寫又ハ恩給裁定通知書寫其 ノ他 ノ

   者 ニ在 リテハ最後 ニ治療 ヲ受 ケタル陸軍病

   院 ノ院長又ハ海軍人事部長 ノ發給セル前條

   第1項 第1號 又 ハ第2號 ニ依ル退職者ナル

   コ トノ證明書寫

  2. 醫師 ノ診斷書

第3條 入所 ノ許可ヲ受ケタル者ハ療養所長ニ樣

 式第2號 ニ依ル誓約書及ビ身元引受書竝 ニ戸籍

 謄本 ヲ提出スベシ 但シ精神病者 ニ在 リテハ其

 ノ監護義務者 ヨリ之ヲ提出シ誓約書ハ之ヲ提出

 スルコ トヲ要セズ

第4條 療養所長ハ入所中 ノ者ニ對シ其 ノ療養上

 若クハ所内 ノ秩序保持上必要ナル指示ヲ爲シ又

 ハ療養上其 ノ他 ノ理由ニ因 リ必要ア リト認ムル

  トキハ之 ヲ他 ノ療養所ニ轉 所セシムル コトアル

 ベ シ

第5條 療 養 所長 ハ入所 中 ノ者左 ノ各 號 ノ1ニ 該

 當 スル トキハ退 所 ヲ命 ズ

 1. 療 養 ノ必要 ナ キ ニ至 リタル トキ

 2. 前 條 ノ指 示 ニ遵 ハ ズ又 ハ不都 合 ノ行爲 ア リ

  タル トキ

 別 表

    療養所入所區域

  療 養 所 名 入 所 區 域

傷痍軍人千葉療養所 千葉縣,茨 城縣,東 京府,

埼玉縣

傷痍軍人愛知療養所 愛知縣,靜 岡縣,長 野縣.

岐阜懸,三 重縣

傷痍軍人岡山療養所 岡山縣,兵 庫縣,島 根縣,

鳥取縣,廣 島縣,香 川縣

傷痍軍人福岡療養所 福岡縣,山 口縣,大 分縣,

佐賀縣,熊 本縣,長 崎縣

樣式第1號

   入所申請書
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右貴所ヘ入所致度候間御許可相成度此段及申請

候 也

 年 月 日

 本人 氏 名 印

(監護義務者 ヨリ提出 ノ場合)

 右監護義務者

   本 籍

   現 住 所

   本人 トノ
   關 係

氏 名 印

年月日生

何 々療養所長殿

備考

 1. 「退職(一 種以上 ノ兵役免除,召集解除其 ノ

   他)年 月日及退職 ノ種類」欄ニハ何年何月

   何 日現役免除,豫 後備役免除,兵 役免除,

   召集解除 ノ如 ク記載 スルコ ト

 2. 現在陸海軍病院ニ在院中ノ者 ニシテ同病院

   退院後引續 キ療養所ヘ入所セントスル者 ハ

  「現住所」欄ヘハ現在陸海軍病院及右病院退

   院後 ノ住所 ヲ掲 グル コト

樣式第2號 ノ1

參錢收
入印紙 誓 約 書

私儀

今般御所ヘ入所御許可相成候 ニ付テハ諸規則竝

ニ其 ノ他御指示 ノ事項 ハ堅ク遵守可仕萬一違背

致候場合ハ何時退所 ヲ命ゼヲレ候モ決 シテ異議

申間敷此段誓約仕候也

 年 月 日

氏 名 印

何 々療養所長殿

樣式第2號 ノ2

參錢收
入印紙 身元引受書

 患者 氏 名

 右 ノ者今般御所ヘ入所御許可相成候ニ付テハ拙

 者 ニ於テ本人身元 ニ關 スル一切 ノ事項 ヲ引受 ケ

 毫モ御所ヘ御迷惑相掛 ケ申間敷候也

 年 月 日

現 住 所

職 業

本人トノ
關 係

氏 名 印

年月 日生

 何 々療養所長殿

備考

 身元引受人ハ獨立 ノ生計 ヲ營 ム成年者タル コ

  ト
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